
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 
 

日 時   令和２年１月２２日（水） 

学 年   第４学年 男子９名，女子６名，計１５名 

算数科 第４学年 世羅町立せらにし小学校 指導者  T1 繁森 美穂 

     T2  下井ひろみ 

 
単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

「どのように変わるか調べよう」 
～ 体験参観日で必要なつくえといすの数はいくつかな？ ～                      

思考力・判断力・表現力 主体性  

 本単元と学習指導要領との関連は次のよう

になっている。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

本単元では，具体的な場面において，伴っ

て変わる二つの数量を見出してそれらの関係

に着目し，表や式を用いて変化や対応の特徴

を考察する力を伸ばしていくことをねらいと

している。 

  

 本学級の児童は，課題に対して意欲的に考えることが

できる児童が多い。一方で，学力差も大きく，理解に時

間がかかる児童も多い。また，発表になると途端に消極

的になり，自分の考えを根拠をもとに説明することを苦

手とする児童が多い。そこで，自分なりに考えをもち，

ペアやグループなどでの対話を通して自分の考えを整理

したり，友達の考えをヒントにさらに考えたりする取組

を進めてきた。自分なりの意見をもち，ペアやグループ

内において考えを共有することはできるようになってき

たが，さらに考えを深めることや，前に出て発表するこ

とにはまだ課題がある。 

〇本単元に関わるレディネステストの結果から 

伴って変わる２つの数量からその関係を捉え，データ

を読み取ることは，ほぼできていたが，伴って変わる２

つの数量の関係を，□を用いて乗法の式に表し，正しく

立式できた児童は，60％だった。かけ算の式にと書かれ

ているにも関わらず，わり算をしていた児童もいた。問

題を正しく読み，□を用いて正しく立式する力をつける

必要がある。 

〇「資質・能力」アンケートの結果から 

 「授業では，自分の考えを積極的に伝えています。」と

いう項目と「授業では，自分の考えとその理由を明らか

にして，相手に分かりやすく伝わるように発表を工夫し

ています。」という項目では，１学期末と比べると否定的

な回答をした児童が増加した。学習内容が難しくなった

ことで，自分の考えを説明することがさらに苦手になっ

ていることが考えられる。今後，自分の考えをもつため

の指導の工夫を行ったり，ペアトークやグループで考え

練り合う時間を数多く仕組んだりすることで，自信をも

って自分の考えを表現できるように指導をしていく必要

がある。 

（１）単元観 （２）児童観 

D 数量関係 

（１）伴って変わる二つの数量の関係を表したり

調べたりすることができるようにする。 

（２）数量の関係を表す式について理解し，式を

用いることができるようにする。 

 ウ数量を□，△などを用いて表し，その関係

を式に表したり，□，△などに当てはめて

調べたりすること。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【本単元の学習の関連と発展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

 
 

「Ｄ 数量関係」の領域で育成を目指す資質・能力 

①伴って変わる二つの数量について，それらの関係を表したり，調べたりすること 

【ス キ ル】 

思考力・判断力・表現力 

  伴って変わる二つの数量を見出して，それらの関係に着目し，表や式を用いて変化や対応の特徴を考

えることを通して，自分の考えを根拠（図や表や式や言葉）をもって伝える力（思考力・表現力）を育

成する。 

【意欲・態度】 

主体性 

  実際に自分なりの方法（問題場面のデータをとったり図や表を書いたりすること）で問題解決を行うことを通し

て，主体性を育成する。 

３年 ４年 ５年 

１）かけ算 

・乗法の乗数と積の変化の規

則性を知ること 

1５）□を使った式 

・未知数を□を用いた式で表

すこと 

１１）変わり方調べ 

・伴って変わる２つの数量の

関係を，表を用いて調べる

こと 

・数量を□や○などを用いた

式で表すこと 

３）比例 

・直方体の高さと体積の関

係を表や式に表して調べ

ること 

・比例の定義 

１２）四角形と三角形の面積 

・三角形の高さと面積の関

係を表や式に表して調べ

ること 

１４）正多角形と円周の長

さ 

・円の直径の長さと円周の

長さの関係を，表や式に

表して調べること 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）単元の目標 

○伴って変わる二つの数量について，それらの関係について，関係を表で調べることのよさや，関係を

□や○などを用いた式に簡潔に表せることのよさに気づき，生活や学習に用いようとする。 

（算数への関心・意欲・態度） 

○伴って変わる二つの数量の関係を，表を用いて手際よく調べたり，□や○などを変量を表す記号とし

て用いて式に表し，関係を簡潔にとらえたりすることができる。        （数学的な考え方） 

○伴って変わる二つの数量の関係を，表に表して変化の特徴を読み取ったり，□や○などを用いた式に

表したりすることができる。                  （数量や図形についての技能） 

○伴って変わる二つの数量の関係を，表を用いて調べる方法や，□や○などを用いた式の表し方につい

て理解する。                      （数量や図形についての知識・理解） 

 

（２）単元の評価規準 

ア 算数への    

関心・意欲・態度 
イ 数学的な考え方 

ウ 数量や図形に  

ついての技能 

エ 数量や図形に  

ついての知識・理解 

①伴って変わる二つの数

量の関係に関心をも

ち，関係を表を用いて

調べることのよさに気

付いている。 

②□や○などを用いた式

に表すことのよさに気

付いている。 

①変量を表す記号とし

て，□や○をとらえて

式に表している。 

②□や○などを用いた式

に表し，数量の関係を

簡潔にとらえている。 

 

①伴って変わる二つの数

量の関係を，表から変

化の特徴を読み取り，

□や○などを用いて式

に表すことができる。 

①伴って変わる二つの数

量の関係を,表を用い

て調べる方法を理解し

ている。 

②基本的な学習内容を身

に付けている。 

２ 単元の目標と評価規準 
 

（４）指導観 

〇主体的な学びを育むための工夫 

①本校では，２月に体験参観日があり，保護者が児童の学習活動を体験するという行事がある。保護者と一緒の

行事は２分の１成人式で経験しており，この時も児童は積極的に準備を行うことができた。そこで，体験参観日の

準備のために，児童と保護者が座るための椅子や机はいくつ用意する必要があるかを考えるという課題を導入

で提示する。実生活に生かすことのできる算数を学ぶことができるということで本単元への意欲を持たせる。 

 

②二つの数量の関係を調べていくときには，伴って変わる数量を見つけ，データを集め，順序よく表にする。表

から二つの数量の関係（きまり）を見つけ，その二つの数量の関係を式に表すといった４つの手順をふむことや

問題を図に表しイメージを持ち課題解決に向かうことの大切さや，表や式に表すよさを実感させ，体験参観日等

の生活場面において伴って変わる二つの数量の変化を求めることに生かしていけるように指導したい。 

 

〇児童の課題を克服するための工夫 

自力解決時には，自分の考えをワークシートに自分なりに記入させる。グループトークを通して自分の考えを発

表させる場を設定し，自分が考えたことをワークシートにかいた図や表を見せながら根拠をもとに分かりやすく説

明させるようにする。その時，友達の考え方との共通点や相違点を考えながら話し合わせる。 

 

 



 

 

（全７時間） 

次 学習内容（時数） 

評価 

児童の反応 
関 考 技 知 評価規準 評価方法 

資質・能力の評価 
（評価方
法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「体験参観日の準

備をしよう」～テ

ーブルと椅子の

数を調べる～と

いう問題を知る。 

○２つの数量の関

係を調べること

を通して，椅子と

テーブルの関係

を調べて椅子の

数を求めるとい

う学習課題を設

定し，本単元の学

習への意欲と見

通しをもつ。（１） 

 

○ 

    

ア①伴って変わる二つ

の数量の関係に関心

をもち，その関係を

表を用いて調べ，そ

のよさに気付いてい

る。 

 

 

行動観察 

【意欲・態度】 
主体性 

（行動観察） 

 

 

テーブルと

椅子の数の

関係を調べ

るにはどう

したらいい

のかな。い

ろいろな二

つの数の関

係の調べ方

を考えてい

けばいいの

かなあ。 

 

○時計盤を使って

表の針と裏の針

の数の関係につ

いて調べ表に表

す。（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

エ①伴って変わる二つ

の数量の関係を,表

を用いて調べる方法

を理解している。 

 

 

 

 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

青と赤の針

がどう変わ

るのか調べ

たいなあ。 

 

 

順番に並べ

ると何かき

まりがあり

そうだね。 

 

 

 

 

 

二 

 

 

 

 

 

○時計盤の表の針

と裏の針の関係

を式に表す。（１） 

 

 

  

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

イ①変量を表す記号と

して，□や○をとら

えて式に表してい

る。 

 

 

 
 

 

 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（行動観察・ノート） 

 

 

青の文字盤

の数が１増

えると赤の

文字盤の数

は１ずつ減

っている。 

 

 

二つの数の

関係を式で

表せないか

なあ。 

３ 指導と評価の計画 
 

情報の収集  

 

課題の設定  

no 

 

情報の収集  

 



 

 

 

 

 

三 

 

 

 

 

 

 

 

 

○1辺が１cmの正方

形を1列に組み合

わせていくとき

の，正三角形の数

と周りの長さの

関係を調べる。

（１） 

  

○ 

 

 

 

 

 

○ 

  

イ②□や○などを用い

た式に表し，数量の

関係を簡潔にとらえ

ている。 

ウ①伴って変わる二つ 

の数量の関係を，表 

から変化の特徴を読 

み取り，□や○など 

を用いて式に表すこ 

とができる。 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（行動観察・ノート） 

 

 

正三角形の

数が 1つ増

えるごとに

周りの長さ

が変わって

いくね。 

 

 

正三角形の

数と周りの

長さの関係

を式に表す

ことはでき

ないかな

あ。 

 

 

 

 

 

 

四 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一辺が1cmの正方

形を階段状に並

べたときの段の

数と周りの長さ

を調べる。（１） 

【本時１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 

   

イ②□や○などを用い 

た式に表し，数量の 

関係を簡潔にとらえ 

ている。 

 

行動観察 

ノート 

【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（行動観察・ノート） 

 

 

 

段の数と周

りの長さを

表にまとめ

たいなあ。 

 

 

 

 

表から決ま

りを見つけ

たよ。 

 

 

段の数と周

りの長さを

式で表して

みたいな

あ。 

 

 

 

 

○学習内容を適用

して，問題を解決

する。（２） 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

○ 

ア②□や○などを用い 

た式に表すことのよ 

さに気付いている。 

エ②基本的な学習内容 

を身につけている。 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

テーブルと

椅子の数の

関係を順序

よく調べ表

にしてきま

りを見つ

け，式にす

るといいん

だね。 

 

 

 

 

 

 

 

振 り 返 り  

 
まとめ・創造・表現 

 

整理・分析  

 

整理・分析  

 



 

 

（１）本時の目標 

伴って変わる二つの数量（段の数と周りの長さ）の関係を表に表したり，□や○を用いて式に表し

たりして，その関係をとらえることができる。                    （数学的な考え方） 

（２）準備物 

問題文（黒板掲示用），ワークシート，まなボード，マジック 

（３）本時の学習展開 

●ねらい－まとめ ○理解を助けたり，関わりを深めたりするための支援 

◎学びを深めるための発問 

☆前回の研究授業を受けての課題克服のための手立て 

 

学習活動と求める児童の反応 指導上の留意事項 
評価規準 

（評価方法） 
資質・能力の評価 
（評価方法） 

 

○問題を確認する。 

 

 

 

○本時のめあてを確認する。 

 

●２０だんの階だんの周りの長さ

を求めて，求め方を説明しよう。 

 

 

 

○解決への見通しをもつために，

前時で学習した正三角形の問題

を想起させる。 

・図をかいて考える。 

・表をかいて考える。           

・表をかいて，どんな関係（きま

り）があるか見つける。 

・きまりを式に表して考える。 

・言葉の式を考え当てはめて考え 

る。 

 

○まわりの長さはどこのことかを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２０だんの図を提示すると

ともに，児童にもワークシ

ートを配布する。（Ｔ２） 

 【視覚化】 

 

 

 

○三角形の学習と関連付けて

考えさせることで，見通し

を持たせる。（Ｔ１）【焦点

化】 

○本時の学習につながる既習

内容を確認し，既習事項を

使って求められることを確

認する。（Ｔ１） 

○図・表・式を使うというカ

ードを黒板に貼る。（Ｔ２）

【共有化】 

○まわりの長さはどこかを確

認する。（図に書きこみを

させる。）（Ｔ１） 

〇まわりの長さを指でたどら  

 せたり赤い線をつけたりさ 

 せる。（Ｔ２）【視覚化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習 
 

１ 本時の課題を設定し，解決への見通しをもつ。 

 

２ 課題を解決する。 

 

 １辺が１cm の正方形のあつ紙を，図のように，１だん，２だ

ん，・・・とならべて，階だんの形を作ります。 

２０だんのときの，まわりの長さを求めましょう。 



○自力解決する。 

・二つの関係を調べて表に書き込 

んだり，式に表したりする。 

 

①図をかいて辺の数を数える。 

答え８０ｃｍ 

②表を作って考える。表を横に見

て，２０段目を求める。 

答え８０ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

③表を作って考える。表をたてに

見て２０だん目を求める。  

答え８０ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

④表からきまりを見つけて，式で

２０段目を求める。   

２０×４＝８０ 

答え８０ｃｍ 

 

⑤表からきまりを見つけて，１だん

の２０倍だから，まわりの長さ

も４ｃｍの２０倍になる。 

    ４×２０＝８０ 

      答え８０ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

○ペアトークをする。 

・自力解決で考えたことを説明し 

合う。 

 

○考えたことを図，表，式，

言葉を使ってワークシー

トにまとめさせる。（Ｔ１） 

 【共有化】 

○図や表に表すことが難しい

児童には，ヒントカードを

用意しておき，渡して一緒

に考える。（Ｔ２） 

○２つの数の関係に着目して

考えさせる。 

                                             

○式で求めることができた児

童には，考えたことを説明

できるようにさせ，きまり

を見付けさせる。（Ｔ１， 

 Ｔ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分の考えを整理するため

に，ペアトークを行うこと

を確認する。（Ｔ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○周りの長さは，

段数の 4 倍にな

るということや

段数が 1 段増え

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力 

 考えの根拠を

示しながら表現



○集団解決をする。 

・考えたことを，図と表と式を対

応させながら説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

  表を書いて考えると，まわりの 

長さ（○ｃｍ）は，だんの数（□こ） 

の，４倍だというきまりを見つけた 

ので，□×４＝○と表すことがで 

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習のまとめを書く。 

 

●だんの数とまわりの長さの表を

作り，きまりをみつけ式に表す

ことで２０だんのまわりの長さ

を求めることができる。 

 

○適用題を解く。 

「1辺が１cmの正方形を１００段

ならべると周りの長さが何 cm

になるかを求めよう。」 

  

式 １００×４ ＝４００ 

      答え４００ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

○考えが十分まとまっていな

い児童から発表させ，児童

同士で発言をつなげさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

◎言葉の式を使って表すこと

ができるか考えてみよう。 

 

○児童の考えた表を使って，

表を横・縦に見させることで

きまりを発見させ，式に表す

活動へとつなげていく。（Ｔ

１） 

 

☆友達の考えをもとに表 

や図や言葉を使って説 

明させる活動を仕組む。 

 

 

○本時の問題の考え方を問う

ことで，意見を出させ児童

の言葉でまとめをする。（Ｔ

１） 

 

 

 

○本時のまとめをもとに，見 

 付け出した変化や対応のき 

 まりを使って求めさせる。 

 （Ｔ１，Ｔ２） 

○表からきまりを見付け，式

に表す良さを実感させる。

（Ｔ１） 

〇（段の数）×４＝（周りの

長さ）の式を提示し，100段

を求めるにはどうするかを

尋ねる。（Ｔ２） 

 

 

るごとに周りの

長さが４cm ずつ

増えるというこ

とを図や表や式

を使って説明し

ている。【考え

方】（行動観察・

ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

している。互い

の考えの共通点

や相違点を意識

しながら説明し

ている。（行動観

察・ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時のまとめをし，適用題に取り組む。 

 



 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習で分かったことや，

これからもっと学びたいことを

書く。 

 

 

 

○本時の振り返りをさせると

ともに，次の学習への意欲

をもたせる。（Ｔ１） 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返り，次時の学習の確認をする。 

 

どんなに多いだん数でも，きま

りを見つけ式を作れば，かんた

んにもとめられる。 


